
３

第
十
四
条
の
三
の
規
定
は
、
複
数
事
業
労
働
者
障
害
給
付
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
条
の
五
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
五
条
の
二
」
と
、「
障
害
補
償
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
障
害
給
付
」
と
、
同
条
第
二
項
及

び
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

第
四
項
中
「
第
一
項
第
六
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
第
六

号
」
と
、「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
請
求
等
）

第
十
八
条
の
三
の
十
一

第
十
五
条
の
二
の
規
定
は
、
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
（
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
一

項
の
規
定
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。）に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
の
二
第
一
項
中

「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
、「
次
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
の
四
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
又
は
第
十
八
条
の
三

の
十
一
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
五
条
の
四
第
一
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
原
因
」と
あ
る
の
は「
要

因
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
の
二
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
死
亡
の
年
月
日
を
除
き
、
同
項
第
六
号
の
二
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
年
金
保
険
の
被

保
険
者
の
資
格
の
有
無
に
限
り
、
死
亡
し
た
複
数
事
業
労
働
者
に
係
る
非
災
害
発
生
事
業
場
の
事
業
主
に
あ
つ

て
は
、
同
項
第
六
号
及
び
第
六
号
の
二
に
掲
げ
る
事
項
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
第
六
号
及
び
第
六
号
の
二
に
掲
げ
る
事
項
（
同
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
の
資
格
の
有
無
に
限
る
。）」
と
、「
傷
病
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労

働
者
傷
病
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
請
求
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
請
求
書
」
と
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
一
項
第
二
号
の

遺
族
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
第
二
号
の
遺
族
」
と
、
同

項
第
五
号
中
「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
一

項
第
二
号
の
遺
族
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
第
二
号
の
遺

族
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
第
一
項
第
七
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
一
項
第
七
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

第
十
五
条
の
三
の
規
定
は
、
労
働
者
の
死
亡
の
当
時
胎
児
で
あ
つ
た
子
が
当
該
労
働
者
の
死
亡
に
係
る
複
数

事
業
労
働
者
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
の
遺
族
が
既
に
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
支
給

の
決
定
を
受
け
た
後
に
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」と
、

同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
の
三
の
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
十
五
条
の
四
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
後
段

（
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）又
は
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
新
た

に
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
と
な
つ
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

五
条
の
四
第
一
項
中
「
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
後
段
（
法
第
十
六
条
の
九
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）又
は
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
後
段
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
後
段
（
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
九
第
五
項
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